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剪定講習会受講者の皆さん

品種名：クインニーナ

援農に向けた
ブドウの剪定講習会
　就農支援課では、農
業センター内の圃場
で、シルバー人材セン
ターに登録されている
方々に援農（農家への
農作業の支援）に向け
た「ブドウの剪定講習
会」を行いました。
　参加された方は剪定
作業の未経験者でした
が、基礎となる技術を
学びました。

第７３号
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農
業
経
営
を
発
展
さ
せ
る
た

め
の
手
段
と
し
て
、
「
経
営
の
法

人
化
」
が
あ
り
ま
す
。

　

日
頃
、
「
経
営
規
模
を
大
き

く
し
た
い
」
「
安
定
し
た
人
材
の

雇
用
・
確
保
を
し
た
い
」
「加
工

や
販
売
な
ど
多
角
的
な
経
営
を

し
た
い
」
な
ど
、
悩
ん
で
い
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

法
人
化
は
、
そ
う
い
っ
た

「
よ
り

発
展
し
た
経
営
」
を
目
指
す
際

の
選
択
肢
の
一
つ
で
す
。

　

法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

・�

経
営
管
理
を
見
直
し
、
改
め

て
未
来
に
向
け
た
計
画
づ
く
り

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・�

対
外
信
用
力
が
向
上
し
、
取

引
や
従
業
員
の
雇
用
が
円
滑

化
す
る
。

・�

労
働
保
険
や
社
会
保
険
の
適

用
に
よ
り
、
福
利
厚
生
が
充

実
す
る
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

で
す
が
、
当
然
メ
リ
ッ
ト
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
法
人
形

態
で
は
個
人
よ
り
も
社
会
的
な

責
任
が
多
く
生
じ
る
上
、
経
営

不
振
と
な
れ
ば
倒
産
す
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
法
人
化
の
検
討
に

あ
た
っ
て
は
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
理
解
し
、

「
ど
う
し
て
法
人
化
す
る
の
か
」
、

目
的
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

本
年
度
、
山
梨
県
で
は
法
人

化
を
検
討
す
る
際
に
活
用
で
き

る
、
「
山
梨
県
農
業
経
営
相
談

所
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
相
談
所
は
、
農
業
者
が
抱

え
る
多
く
の
経
営
課
題
に
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
く
も

の
で
す
。
相
談
所
は

「
山
梨
県

農
業
経
営
総
合
支
援
協
議
会
」

の
下
で
運
営
さ
れ
、
同
協
議
会

は
県
と
農
業
振
興
公
社
を
事
務

局
と
し
、
各
農
業
関
係
団
体
・

農
業
者
組
織
・
金
融
機
関

・
経

営
の
専
門
家
団
体

（
税
理
士
・

社
会
保
険
労
務
士
・
中
小
企
業

診
断
士
）
が
構
成
員
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
協
議
会
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
が
、
山
梨
県
農
業
経
営
相
談

所
で
す
。

　

山
梨
県
農
業
経
営
相
談
所
で

は
、
相
談
者
に
対
し
大
き
く
４

つ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
農
業
経
営
に
関
す
る
相
談

　

農
業
経
営
に
関
す
る
悩
み
や
相

談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

②
専
門
家
派
遣

　

法
人
化
も
含
め
、
農
業
経
営

に
関
す
る
相
談
に
対
し
て
、
そ
の

内
容
に
合
わ
せ
た
各
分
野
の
専

門
家

（
税
理
士
・
社
会
保
険
労

務
士
・
中
小
企
業
診
断
士
）
を

無
料
で
派
遣
し
ま
す
。
派
遣
さ

れ
た
専
門
家
に
よ
る
経
営
診
断

や
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
受
け
る
こ
と

で
、
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
ま
す
。

③
農
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
山
梨
、
日
本
政
策

金
融
公
庫
と
連
携
し
、
農
業
経

営
に
関
す
る
知
識
や
法
人
化
す

る
際
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
学

ぶ
研
修
会
を
、
年
２
回
開
催
し

て
い
ま
す
。

④�

法
人
設
立
に
要
す
る

経
費
の
助
成

　

複
数
戸
の
個
人
経
営
農
家
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
法
人(

共
同

経
営)

に
対
し
、
法
人
設
立
に

要
す
る
経
費
と
し
て
定
額
40
万

円
を
助
成
し
ま
す
。

※
法
人
設
立
後
に
相
談
が
あ
っ

た
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
が
山
梨
県
農
業
経
営
相

談
所
の
支
援
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

各
地
域
の
農
務
事
務
所
が
最

寄
り
の
窓
口
と
な
っ
て
お
り
、
随

時
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
農
業
経
営
に
関
す
る
お

悩
み
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

山
梨
県
農
業
経
営

相
談
所
に
つ
い
て

山
梨
県
農
業
経
営

相
談
所
の
は
た
ら
き

普
及
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
中
北
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー

(

中
北
農
務
事
務
所 

農
業
農
村
支
援
課
）　
　
　

お問い合わせ先：中北農務事務所（０５５１－２３－３２９２）

山梨県農業経営相談所　概略図
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本
市
で
は
、
ぶ
ど
う
、
も
も
、

す
も
も
、
な
す
、
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
な
ど
の
産
地
を
有
す

る
特
色
あ
る
農
業
が
展
開
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
地

域
資
源
を
活
か
し
て
魅
力
的

な
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
国
・
山
梨
県
の
動
向

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
独
自
の

農
業
振
興
の
方
向
性
を
定
め

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

担
い
手
の
高
齢
化
・
後

継
者
不
足
や
農
地
の
減
少
、

都
市
農
地
や
中
山
間
地
農

地
の
有
効
活
用
な
ど
の
地
域

の
課
題
、
国
内
の
人
口
減
少

や
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
変
化
に

対
応
し
、
農
業
の
あ
る
魅
力

的
な
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
に
、
本
市
農
業
の
目
指
す

方
向
を
示
し
、
そ
れ
を
達
成

す
る
具
体
的
な
手
段
を
明

確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
「
甲
府
市
農
業
振
興
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
市
農
業
を
牽
引
す
る

「
稼
ぐ
農
業
者

（
プ
ロ
フ
ァ
ー

マ
ー
）」

を
育

成
・
拡

大

し
、
多
く
の
農
業
者
を
支
え

て
い
る

「
産
地
」
を
保
全
・

強
化
し
て
い
く
こ
と
で
、
産

業
と
し
て
の
農
業
が
成
り
立

ち
、
持
続

す
る
農
業

を
、
農
業

者
・
農
業

団
体
・
関

連

事

業

者
・
市
民

は
も
と
よ

り
都
市
住

民
も
含
め

た
ま
ち
と
地
域
が
、
連
携
し

て
目
指
し
ま
す
。

　

農
業
が
持
続
し
、
農
地
が

保
全
・
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
、

農
業
が
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
く
状
態
を

目
指
し
ま
す
。

　

甲
府
市
農
業
が
目
指
す
べ
き

姿
を
実
現
す
る
た
め
、
三
つ
の

基
本
方
針
を
設
定
し
ま
す
。

① �「
稼
ぐ
農
業
」の
育
成
と

拡
大

　

経
営
拡
大
に
挑
戦
す
る
意

欲
的
な
農
家
を
直
接
的
か
つ

強
力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

で
、
本
市
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
育

成
し
、
新
規
就
農
者
を
は
じ

め
と
す
る
担
い
手
の
明
確
な

目
標
を
示
す
こ
と
で
意
欲
を

喚
起
し
、
本
市
農
業
全
体

を
引
き
上
げ
、
産
業
と
し
て

の
農
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ

ま
す
。（
引
き
上
げ
る
施
策
）

② 

産
地
の
保
全
と
強
化

　

「
農
業
を
支
え
る
基
盤
」

（
担
い
手
・
イ
ン
フ
ラ
）
の
課

題
を
解
決
し
、
「
農
業
の
主

活
動
」
（生
産
・加
工
・販
売
）

の
強
み
を
活
か
し
て
い
く
た

め
、
新
た
な
担
い
手
や
援
農

人
材
を
確
保
し
、
生
産
量
を

維
持
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
地
域
資
源
を
活
か
し
た
６

次
産
業
化
の
様
々
な
取
り
組

み
等
に
よ
り
産
地
を
守
る
こ

と
で
、
中
間
層
が
農
業
を
継

続
で
き
る
環
境
を
維
持
し
て

い
き
ま
す
。（
支
え
る
施
策
）

③ 

農
地
の
保
全
と
活
用

　

今
後
の
リ
ニ
ア
開
業
に
よ

る
大
幅
な
農
地
の
減
少
を
見

据
え
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生

及
び
農
地
の
保
全
に
取
り
組

み
、
プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
中
心

に
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積

を
図
り
有
効

活
用
に
努
め

ま
す
。

　

さ

ら

に
、

農
地
の
多
面

的
機
能
を
活

か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た

め
、
農
地
の

状
況
を
把
握

し
、
地
域
と

連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の
状

況
に
応
じ
て
活
用
・
維
持
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
交
流
人
口
の
拡
大

等
を
見
据
え
て
、
農
業
を
背

景
と
す
る
文
化
・
景
観
等

を
継
承
し
、
価
値
の
共
有
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。（
支

え
る
施
策
）

　

地
域
の
農
業
の
課
題
解
決

を
目
的
に
、
地
域
の
農
業
者

や
関
連
事
業
者
、
行
政
等
が
、

協
働
し
て
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
「地

域
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
位
置
づ
け
、
本
計
画

に
明
記
し
た
上
で
、
戦
略
的

に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

 

農
政
課

℡
（２
９
８
）４
８
３
３

農 政 情 報 コ ー ナ ー 　 　 農  政  課

甲
府
市
農
業

振
興
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

「
甲
府
市
農
業
振

興
計
画
」
の
全
文

を
、
甲
府
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
甲

府
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

甲府市農業振興計画

企
業
・
新
規
就
農
者
・
援
農
人
材

施策の展開のイメージ

引き上げる施策

「稼ぐ農業者」
プロフェッショナル層
「稼ぐ農業者」

プロフェッショナル層

規模拡大意向

現状維持・
縮小意向

中間層

自給的農業者

中間層

自給的農業者

消費者へ

農業を背景とした文化・景観等の継承・発信

支える施策

計
画
の
目
的

甲
府
市
農
業
が

目
指
す
べ
き
姿

目
指
す
べ
き
姿
を

実
現
す
る
た
め
の

基
本
方
針

地
域
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ま
ち
と
地
域
が
共
生
す
る

「
魅
力
あ
る
農
業
都
市
」

 

～
み
ん
な
で
つ
な
ぐ

次
代
に
つ
な
ぐ
命
を
つ
な
ぐ

甲
府
市
農
業
～

関連事業者 農業者 市　民 行　政
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農業委員会からのお知らせ

　

こ
の
制
度
は
、
農
業
・
農
村
が

持
っ
て
い
る
水
源
か
ん
養
・
洪
水

の
防
止
・
土
壌
の
侵
食
や
崩
壊

の
防
止
機
能
を
重
視
し
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
な
ど
深
刻
な
状

況
に
あ
る
中
山
間
地
域
で
の
農

業
生
産
の
維
持
を
図
り
、
多
面

的
機
能
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

協
定
書
提
出
期
限
は
、
６
月

30
日
で
す
。

　

協
定
を
希
望
さ
れ
る
対
象
の

皆
さ
ん
は
、
農
政
課
へ
早
め
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

 

農
政
課

　
　

℡
（
２
９
８
）
４
８
３
６

平成３０年度実績

協 定 名	 ： 平瀬町ほか

	 ： ６集落

協定参加者	 ： １０２名

協定農用地	 ： 急 ・ 緩傾斜

協 定 面 積	 ： １７５, ３５５㎡

交 付 金 額	 ： ２, ３２２, ４１８円

　農業委員会では、 毎月の定例総会で、 各種申請や届出の許可決定を行っています。

【定例総会】 （平成 30 年 8月～平成 31 年 1月）

　　8 月 30 日、 9 月 28 日、 10 月 30 日、 11 月 28 日、 12 月 27 日、 1 月 30 日

【定例総会で決まった案件】 （平成 30 年 8月 1日～平成 31 年 1月 30 日決定分）

　農地利用状況調査は、 農業委員、 農地利用最適化推進委員、 農地銀行推進委員、 また一般

農家の方々の協力を得て、 毎年 9月に行っています。

【利用状況調査結果】 （平成 30 年 11 月末現在）

耕作目的の売買・賃貸 （3条許可） ２０件 ３３，５９４㎡

市街化調整区域内の転用 （4、 5条許可） １４０件 １０５，４６０㎡

市街化区域内の転用 （4、 5条届出） １４２件 ８２，５８５㎡

利用権の設定

新　　　規 ２６件 ４０，６７５㎡

再　設　定 １１１件 １８０，０６０㎡

解　　　約 ２２件 ３３，１２４㎡

相 続 税 納 税 猶 予 ２件 ３，５９２㎡

調 査 実 施 対 象 　４６，８５１筆 １７，９４２，４１１㎡

うち遊休農地等状況 　　１，１７５筆 　　　４６０，５５３㎡
　

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
は
、
甲
府
市
を
北
、
中
、
南
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
課
題
な
ど
を
農
業
委

員
・
最
適
化
推
進
委
員
で
共
有
し
、
今
後
の
対
策
に

役
立
て
る
た
め
に
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
北
ブ
ロ
ッ
ク
を
研
修
場
所
と
し
て
選
定
し
ま

し
た
。
１２
月
１２
日
に
は
千
代
田
地
区
に
設
置
し
て
あ
る

鳥
獣
害
対
策
防
護
柵
を
見
学
し
、
山
梨
県
中
北
農
務

事
務
所
の
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
１３
日
に
は
、
小
曲
町
に
あ
る
山
梨
大

学
の
圃
場
で
行
っ
て
い
る
研
究
施
設
と
新
環
状
道
路

の
延
長
予
定
場
所
と
イ
ン
タ
ー
周
辺
で
の
研
修
を
、

行
い
ま
し
た
。

▶︎
県
職
員
か
ら
説
明
を
受

け
ま
し
た

▶︎
防
護
柵
の
設
置
状
況
を

確
認

ブ
ロ
ッ
ク
研
修

中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す

農業委員会活動報告
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今
井
　
吉
之
助
　
様

　

平
成
30
年
度
の

「
甲
府
市
農

業
賞
」
は
、
善
光
寺
町
の
今
井

吉
之
助
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
井
氏
は
、
長
年
に
わ
た
り

醸
造
用
ブ
ド
ウ
を
中
心
に
経
営

を
行
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
、
今
井
氏
の
人
柄
に
惹

か
れ
た
県
内
外
か
ら
の
新
規
就

農
希
望
者
や
、
農
家
子
弟
た
ち

の
育
成
を
多
数
引
き
受
け
ら
れ
、

技
術
の
継
承
は
も
ち
ろ
ん
、
指

導
・
助
言
を
行
う
と
共
に
、
農

地
確
保
な
ど
幅
広
く
相
談
に
の

り
、
ブ
ド
ウ
農
家
の
心
強
い
良

き
先
輩
指
導
者
と
し
て
活
躍
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

地
域
開
発
と
お
引
越
し

　
　
　
玉
諸
地
区
農
業
委
員

　
落お
ち

合あ
い

　
洋よ
う

子こ

　

「お
い
、
畑
を
買
う
ぞ
。」

　

朝
、
新
聞
を
読
ん
で
い
た
我
が

家
の
年
寄
の
一
声
。
ど
う
や
ら

競
売
物
件
を
見
て
い
た
ら
し
い
。

六
年
前
の
朝
で
し
た
。
こ
の
年
、

我
が
家
で
は
先
祖
よ
り
引
き
継

い
だ
畑
を
手
放
し
ま
し
た
。
近

隣
が
大
き
く
開
発
さ
れ
、
こ
の

畑
を
耕
作
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
間
口

が
狭
く
奥
行
は
な
ん
と
100
メ
ー

ト
ル
。
そ
の
両
側
に
住
宅
が
立

ち
並
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
畑

を
手
放
す
の
は
苦
渋
の
選
択
で

し
た
が
、
開
発
の
波
に
は
立
ち

向
か
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
畑
、
昔
か
ら

「
番
小
屋
」

の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

昔
、
ま
だ
稲
作
だ
っ
た
頃
、
稲

　

農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金

だ
け
で
は
不
十
分
な
老
後
の
生

活
費
を
補
え
る
、
農
業
者
だ
け

が
加
入
で
き
る
制
度
で
す
。

加
入
条
件
は
次
の
４
つ
で
す
。

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
年
60
日
以
上
の
農
業
従
事
者

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

④�

国
民
年
金
付
加
年
金
に
加
入

の
方

★�

終
身
年
金
な
の
で
、
80
歳
前

に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、

80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は

ず
の
年
金
額
の
保
障
付
き
。

★�

保
険
料
の
額
は
月
額
２
万
円

～
６
万
７
千
円
の
間
で
自
由

に
設
定
で
き
ま
す
。

★�

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額

社
会
保
険
料
の
控
除
対
象
と

な
り
ま
す
。

★�

保
険
料
掛
け
金
の
補
助
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
本

支
店
・
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
と
農
業
者
の
エ
ッ
セ
イ
集

農  

感  

記

第
三
十
五
集

作物 項　目 区　分 金額 （円） 単　位

稲

作

耕起代かき
山間地 １４, １００

１０ａ当たり
平坦地 １３, １００

耕　起
山間地 ８, ６００

１０ａ当たり
平坦地 ８, ０００

代かき
山間地 ８, ６００

１０ａ当たり
平坦地 ８, ０００

機械田植
山間地 １０, ３００

１０ａ当たり
平坦地 ９, ５００

稲刈機械 （バインダー） １０, ０００
１０ａ当たり

（結束ヒモ付き）

脱穀機械

（ハーベスター）

山間地 ９, ５００
１０ａ当たり

平坦地 ９, ０００

稲刈・脱穀 （コンバイン） １９, ０００ １０ａ当たり （乾燥まで）

果樹 （剪定） １３, ０００ １日当たり

ブドウの棚補修 １６, ０００ １日当たり

一般農作業 ９００ １時間当たり

備

考

（１） �本表は、 標準的な料金を示すものであり、 圃場の条件や作業条件な

どを勘案して、当事者間の協議により決定することを前提としております。

なお上記以外の作業についても協議のうえで決定してください。

（２） 標準額は、 消費税込みです。

（３） 燃料は、 請負者持ちです。

作物区分 地域区分 平均額 最高額 最低額

稲 作

甲府市平均 １２, ５００円 ２０, ０００円 ４, ２００円

旧甲府市 （平坦地） １２, ５００円 ２０, ０００円 ４, ２００円

旧中道町 １２, ５００円 ２０, ０００円 ８, ３００円

野 菜

甲府市平均 １０, ８００円 １８, ３００円 ４, ５００円

旧甲府市 （平坦地） １２, １００円 １６, ６００円 ９, ９００円

旧中道町 １０, １００円 １８, ３００円 ４, ５００円

果 樹

甲府市平均 １３, ９００円 ２２, ６００円 ５, ９００円

旧甲府市 （平坦地） １３, ６００円 ２１, １００円 ９, ９００円

旧甲府市 （山間地） １５, ３００円 ２２, ６００円 ５, ９００円

旧中道町 １０, ０００円 １５, ９００円 ６, ４００円

ブ ド ウ

甲府市平均 １４, ６００円 ２２, ６００円 ５, ９００円

旧甲府市 （平坦地） １３, ６００円 ２１, １００円 ９, ９００円

旧甲府市 （山間地） １５, ２００円 ２２, ６００円 ５, ９００円

※該当のない地域は上記を参考にしてください。

賃借料情報  賃貸借の参考にしてください（１０ａ当たり）平成３１年度  農業臨時雇賃金等標準額

祝
・
甲
府
市
農
業
賞

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

老
後
の
備
え
に
農
業
者

年
金
に
ご
加
入
を
！
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の
盗
難
を
防
ぐ
為
こ
の
畑
に
見

張
り
小
屋
を
建
て
近
隣
の
若
い

衆
た
ち
が
当
番
で
警
備
に
当
た
っ

た
事
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
ぶ
ど
う
栽
培
に
切
り
替
わ

り
五
十
年
が
過
ぎ
て
も
こ
の
愛

称
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

入
札
か
ら
落
札
ま
で
の
一
連
の

手
続
き
を
経
て
我
が
家
の
畑
と

な
っ
た
も
の
の
、
崩
れ
か
け
た
ハ

ウ
ス
の
残
骸
が
放
置
さ
れ
た
荒

廃
農
地
。
何
と
か
苗
を
植
え
ら

れ
た
の
は
二
年
後
の
事
で
し
た
。

場
所
は
自
宅
か
ら
車
で
十
五
分

程
の
石
和
町
内
。
物
置
を
建
て

た
り
農
耕
機
械
を
確
保
し
た
り

と
、
畑
の
引
っ
越
し
を
進
め
ま
し

た
。
何
よ
り
問
題
だ
っ
た
の
は
水

の
確
保
。
農
薬
散
布
や
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
の
水
な
ど
、
悩
む
事

が
山
積
で
し
た
。
こ
の
時
力
を

貸
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
、
競
売

で
も
お
世
話
に
な
っ
た
農
業
委

員
さ
ん
で
し
た
。
近
所
の
方
を

紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
市
役

所
の
担
当
者
を
紹
介
し
て
く
だ

さ
っ
た
り
。
時
折
、
「
何
か
困
っ

た
こ
と
が
な
い
か
」
と
、
畑
に
直

接
足
を
運
ん
で
頂
い
た
り
と
言

葉
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
沢

山
の
お
心
遣
い
を
頂
き
ま
し
た
。

農
業
委
員
の
有
る
べ
き
姿
を
、
こ

の
方
か
ら
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
、
我
が
家
の
耕
作
農
地
の

ほ
と
ん
ど
が
、
石
和
町
に
引
っ
越

し
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
農

業
委
員
さ
ん
や
温
か
く
迎
え
て

く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
々
に
感
謝

し
つ
つ
、
新
し
い

「
番
小
屋
」
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

農
業
を
楽
し
む

　
　
　
　
　
岩
窪
町山や

ま

村む
ら

　
忠た
だ

弘ひ
ろ

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
っ
た
私
が

亡
き
父
の
農
地
を
受
け
継
ぎ
、

趣
味
程
度
に
耕
作
し
て
い
た
田

畑
に
本
腰
を
入
れ
始
め
た
の
は
、

今
か
ら
約
十
年
前
の
退
職
後
の

事
で
す
。

　

父
は
稲
作
中
心
の
専
業
農
家

で
、
果
樹
と
少
し
の
野
菜
を
栽

培
し
て
い
ま
し
た
が
、
果
樹
に
つ

い
て
は
デ
ラ
、
甲
州
な
ど
の
収

益
が
低
い
ぶ
ど
う
ば
か
り
で
し
た
。

こ
の
ぶ
ど
う
を
人
気
の
あ
る
大
房

系
の
藤
稔
や
珍
し
い
品
種
の
オ

リ
ン
ピ
ア
・
天
山
な
ど
に
植
え
替

え
る
と
と
も
に
、
野
菜
類
も
年

間
を
通
し
て
畑
の
空
き
が
な
い
よ

う
効
率
的
な
栽
培
を
試
み
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
や
栽
培
技
術
の

習
得
・
工
夫
に
よ
っ
て
品
質
・

生
産
量
と
も
向
上
し
、
自
家
消

費
し
て
も
余
剰
分
が
出
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
最
近

Ｊ
Ａ
直
売
所

（
池
田
店
）
に
会

員
登
録
し
、
出
荷
を
始
め
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

お
蔭
様
で
、
田
畑
で
土
と
格

闘
し
て
い
る
時
間
が
長
く
な
り
、

健
康
的
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
は
、
地
域
の
先
輩
か
ら

「
農
業
経
営
改
善
計
画
」
の
申

請
を
勧
め
ら
れ
、
認
定
農
業
者

の
仲
間
入
り
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
こ
の
改
善
計
画
は
、
農

業
規
模
の
拡
大
や
経
営
管
理
の

合
理
化
を
図
り
農
業
所
得
の
増

加
を
目
指
す
た
め
の
も
の
で
す
。

　

私
の
場
合
は
、
人
気
品
種

(

果
樹)

の
拡
充
、
堆
肥
づ
く
り
、

微
生
物
に
よ
る
有
機
農
法
や
我

家
の
不
耕
作
地
を
整
備

（
面
積

拡
大
）
し
て
栽
培
を
行
う
こ
と

で
安
全
で
お
い
し
い
野
菜
・
ぶ
ど

う
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

古
希
を
過
ぎ
た
今
で
も
、
栽

培
方
法
を
学
ん
だ
り
教
わ
っ
た

り
、
新
品
種
の
ぶ
ど
う
に
心
と

き
め
き
、
苗
を
購
入
し
夢
を
託

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
定
農
業
者
に
必
要

と
さ
れ
る
農
業
簿
記
・
パ
ソ
コ
ン

に
よ
る
複
式
簿
記
講
習
・
青
色

申
告
税
務
研
修
の
受
講
、
県
外

の
農
業
先
進
施
設
の
視
察

（
い

ず
れ
も
市
就
農
支
援
課
主
催
）

に
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

気
力
・
体
力
が
い
つ
ま
で
続
く

か
心
配
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
成

果
が
現
れ
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、

シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
の
爽
や
か
な
汗

を
流
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
五
月
に
は
、
国
の
元
号

が
改
ま
り
ま
す
。
昭
和
五
十
六

年
創
刊
の
甲
府
市
農
業
委
員
会

だ
よ
り
も
、
平
成
最
後
の
発
刊

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
歴

代
の
農
業
委
員
が
心
が
け
て
い

た
の
は
、
常
に
市
民
と
の
協
働

で
あ
り
ま
し
た
。
農
業
の
振
興

は
地
域
づ
く
り
に
繋
が
る
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
市
民
に
農
業
情
報

や
農
村
地
域
の
今
を
発
信
し
て

き
ま
し
た
。
今
後
と
も
継
続
を

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員　
　
　

柿
嶋　
　

敦

「番小屋」の隣に立ち並ぶ住宅

夢を託すぶどう畑

編

集

後

記


